
この度は功績賞を賜り、誠にありがとうございまし
た。大変光栄に存じます。環境工学部門において共に
活動していただきました皆様に感謝申し上げます。

環境工学部門と私の縁は、部門創設に関わりました
故下郷太郎先生のお誘いで、環境工学総合シンポジウ
ムで発表させていただいたときから始まります。当時
は川崎市産業振興会館で開催されていたと記憶してお
ります。

その後、振動分野、特に心地よい振動に関する研究
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成果を発表させていただいていくうちに第 1 技術委員
会に入れていただきました。

第 1 技術委員会委員長などの様々な仕事をさせてい
ただき、2012 年度に部門長を務めさせていただきまし
た。その時のシンポジウムは東日本大震災の 1 年後で、
前年に開催予定であった東北大学で、震災の傷跡が残
る中、今期部門長の佐藤先生のご尽力で開催させてい
ただいたのは記憶に新しいところです。

環境工学部門は、日本機械学会の中でも、材料力学、
流体工学、熱工学、機械力学のような確立された分野
の部門でなく、横断的な部門であり学会の横糸のよう
な存在と考えております。

部門の設立・運営をされてきました諸先輩の先見性
へ敬意を表するとともに、これからの部門を、部門の
特徴を活かして進化させていかれる皆様の更なるご活
躍をお祈りいたします。

部門賞　受賞者の紹介

この度は、栄えある環境工学部門研究業績賞を賜り、
まことに名誉なことと、関係者の皆様には厚く御礼申し
上げます。

対象となったのは、高温ヒートポンプ用の作動媒体と
しても期待される、イソペンタンの熱力学性質に関する
精密測定です。

同物質に関する再現性の高い熱力学状態方程式の開発
には、高精度な物性値の測定が欠かせません。イソペン
タンのような炭化水素は、多くのデータの測定年代が古
く、炭素数が 5 のイソペンタンはプロパンやブタンに
比べて測定報告も少ない状況でした。
特に、イソペンタンは蒸気圧が低いため気体の密度が
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小さく、小さい相対不確かさで測定することは非常に
難しい物質です。

筆者は、産総研の計量標準の開発と供給ミッション
の一環として磁気浮上密度計と呼ばれる非常に高精度
な密度計測技術を用いた PVT 性質（任意の温度・圧
力における密度）測定装置を 2015 年に開発しました。
この計測技術には、今年 5 月から施工される新しい国
際単位系（SI）で採用される質量の定義のもとになった、
シリコン単結晶の密度測定技術が利用されています。

イソペンタンの測定に関しては、昨年この賞を受賞
され、筆者と同窓でもある日本大学・田中 勝之 教授の
研究室から技術研修生として産総研に来ていた修士課
程の学生さんとともに実験を行いました。測定上の困
難にもめげず、辛抱強く測定を積み重ねた結果が報わ
れたことを喜びたいと思います。

今後もこの計測技術をヒートポンプ・冷凍空調機器
をはじめとする作動媒体の熱物性の解明に役立て、環
境工学分野へのさらなる貢献に繋げていきたいと考え
ています。今後ともよろしくお願いいたします。

この度は、栄誉ある賞を賜り、誠にありがとうござ
います。環境工学部門の皆様をはじめ、これまでに多
大なるご支援、ご指導を頂いた方々に厚く御礼を申し
上げます。

今回、技術業績賞の対象となったのは、「音線法を用
いた鉄道車両の車内音解析手法の検討」に関する一連
の研究です。
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鉄道車両のような公共性の高い乗り物において、車
内静音化は車内環境の向上にとって必要不可欠な要素
の一つですが、車両の速度向上や軽量化などに伴って
車内音は増加する傾向にあるため、設計段階での車内
音予測・低減の重要性が増しています。

本研究では、建築音響の分野では知られている音線
法という幾何音響的な手法を取り入れ、鉄道車両とい
う大規模構造物の車内音を、なるべく短い計算時間で、
できるだけ高精度に予測しようと試みました。

今後、本研究で得られた知見を活用して、静音化と
軽量化など背反する性能を高度に両立する鉄道車両の
開発に貢献していきたいと考えております。今後とも、
皆様方のご支援、ご指導を賜りたく、よろしくお願い
申し上げます。




